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上 坂

第 1報1'に於て著者はグ リセ リン, ブ ドウ糖

の様な炭素源は ノカルディアの抗酸性 に左程影

響せず,蛋白が極めて有効である事を確めた｡

立 に於て,それでは蛋白を構成するア ミノ酸の

再の何れが抗酸性増強作用に関与 して屠 るので

あ らうか といぶ疑問が起 る.本実験はこの疑問

を解決す るために行ったものである｡

実 験 方 法

被検菌株 :Nocardiaasteroides47菌株,N.brasil

liensislo薗珠, N.madurae 2菌株並にその他の

NocardiaspecieslO菌株を1%グリセリン寒天斜面

に継代 (30oC)したものを用いた｡

使用培地 :有機の窒素源を含まない基礎培地として

次の組成を用いたo NaNO32.0g,MgSO40.05g,

KH2PO41.0g,KCI0.5g,FeSO40.01g,乳糖 10.0g,

兼留水 16.この三伏石射た養液に0.2%の割合に被検アミ

ノ酸を加- pH7.0に修正,5C.C宛分注 し滅菌した｡

cystineはこの濃度では溶解しない為,添加加熱後,

若戸紙で妻戸過し更に滅菌した｡

使用アミノ酸 :次の16柏の1型のアミノ畦を用いたo

glutamicacid,aspartic acid,lyslne,methion-

ine,tryptophane,threonine,histidine,arginine,

glyclne,Serine,phenylalanine,cystine,alanine,

leucine,isoleucine,valine闇 Casein 水解物とし

ては Bactocasaminoacids(Difco)を用いた｡

ノカルディアを接種された培養液は総て 30ccに2

週間培養し,発育 した歯膜から塗抹標本を作成,Ziehl-

Neelsen染色を施して検鏡した｡

抗酸性の Gradeの表示 :第 1報1)で行ったと同じ

表示法に依った｡即ち

郎

Grade 0 :抗酸菌が全く見られない場合o

p 1 :抗酸菌の全菌数に対する比が 1%以下

の場合｡

〝 2 :同比が 1乃至10%｡

〝 3 :同比が10乃至30%｡

〝 4 :同比が30乃至80%｡

〝 5 :同比が80%以上｡

実 験 結 果

(1) ノカルディアの発育に及ぼすカゼイン

水解物及びア ミノ酸の影響

第 1表に見る如 く窒素源 として NaNOaのみ

を含む基礎培液に69株中44株が発育 した (63.8

%)｡処が この基礎培液に casaminoacids,glu-

tamicacid,asparticacid,lysine,leucine,iso-

1eucine或は valineを 0.2%加- ると発育す る

菌株の数が増加 し (chi-squaretestで highly

significant), 且 glutamicacid の場合は殆ん

どの菌株が液面を うづめ更に管壁 によぢ上 る旺

盛な発育を示 した｡叉 metbionine或はhistidine

によって も対照の基礎培養液よ りは significan-

tly に発育を促進 された｡ 之に反 して trypto-

phaneとarginineを加へ ると統計学的には non-

significantではあったが ノカルディアの発育を

やや阻害す るかの感があった｡ これは唯,単 に

発育 した菌株の数が少ないばか りでな く菌膜の

大いさ,厚 さな ども貧弱であった｡

(2) カゼイン水解物並にア ミノ酸の ノカル

ディア抗酸性に及ぼす影智

抗酸性 について検 した結果は第 2表に示 して
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第 1表 カゼイン水解物及びアミノ酸のノカルデ

ィアの発育に及ぼす影響 (2週間 30oC
培養)
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註 :**基礎合成培液との差が highlysignificant

*同 上 significant(chi-squaretest).

第 2表 カゼイン水解物及びアミノ酸のノカルデ
ィア抗酸性に及ぼす影響
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第 3蓑 カゼイン水解物及びアミノ酸のノカルデ

ィア抗酸性に及ぼす影響
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ある｡併 し, この表はやや複雑で分 り 古こ くい

為, Grade0,1,2即ち抗酸性がないか或は弱

い ものを 1群 とし, Grade3,4,5即ち抗酸

性の強い場合を他の 1群 として都合 2群 に大別

して簡単 に したのが第 3表である｡第 3表 に見

る様に基礎培液に発育 した 44株の中, 28株は

GradeOか ら2迄,即ち抗酸性がないか或は弱

い群 に属 し,16株は Grade3 か ら5の群 に属

して屠 る｡ これに比べて Casaminoacids,glu-

tamicacid,glycine,serine,phenylalanine,leu-

cine,isoleucine及び Valineは顕著に抗酸性を

促進 し,asparticacids,tryptophane,及び cys-

tine も亦,好影響を及ぼす (chi-squaretestで

前者は highlysignificant,後者は significant)0

その他のア ミノ酸はノカルディアの抗酸性 に特

に作用するとは考へ られない成績であった｡

次に各菌株別に見 ると被検18培養液の何れで

も Grade 2以下の弱い抗酸性 しか示 さない菌

株は No.6(N.Polychromogenes),No.82(N.

leishmanii)及び N.maduraeの 1株の合計

3株であった｡叉,被検18培養液の 何 れ で も



昭和36.3

Grade 3以上の抗酸性を常に示 した菌株は Ⅳ.

asteroidesで No.132及び 206,N.brasiliensis

で Nos.145,169及び197並にN.iransvalensis

No.193の合計 6菌株あったO又 N.blackwellii

は Bergey の分類2)では非抗酸性 となって居る

が No.81株 (N.blackwellii)は被検18培養液

中実に10培養液で Grade3以上の抗酸性を示 し

た｡ この様にノカルディアの抗酸性は Species

に固有の性状 といふよりもむ しろ多 くStrainに

固有の性状の様に恩はれる｡

考 察

以上の結果か ら Casamino acids,aspartic

acid,glutamic acid,leucine,isoleucine 及び

valineはノカルディアの発育及び抗酸性の両方

に対 して好影響を与-る｡ 又 lysine,methio-

nine,及び histidineは発育に対 しては好影響

を与-るが抗酸性に対 しては影響 しない様であ

る｡反対に tryptophane,glycine,serine,phe-

nylanine及び cystineは発育には影響 しない か

或は tryptophaneの如 く僅か乍 ら阻止的に働 く

のではないかと恩はれる場合 もあるが何れ も抗

酸性を増強 した｡threonine,arginine及び ala一

第 4表 カゼイン水解物及びアミノ酸のノカルデ

ィアの発育及び抗酸性に及ぼす影響綜措
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nineは発育にも抗酸性にも影響を及ぼさない｡

以上の結果は第 4表にまとめてある｡

さて ノカルディアの抗酸性が ミコバ クテ リウ

ムの夫 と同株に mycolicacids或はその類似物

質が関与するものであるか否かは未だ明かにさ

れて居ないが,glutamicacid や asparticacid

は勿論の事,leucine,isoleucine或は valineが

mycolicacids の合成に利用 される可能性は推

測 される｡

threonine,arginine及び alanineが発育にも

抗駿性 にも影響 しないのはこれ らのア ミノ酸が

ノカルディアの菌体内で充分に生合成されるた

めに,より以上を培養液に添加 して も影響 しな

かったのではないかと考- られる｡

尚, 1-glutamicacidを基礎培養液に0.2%の

濃度に添加 しPH7.0に修正 (NaOHにて)する

と,Casaminoacidsを添加 した場合よりも更に

発育がよくなる事は興味ある事柄であって,こ

の培養液はノカルディアの所謂 chemicallyde-

finedmedia として使用できるであらう｡

最後に前報1'に於て も述べた処であるが,本

回の実験に於て もノカルディアの抗酸性はSpe-

ciesに間有 といふよりはむ しろ strain に可成

り固有の性状である事が確められた｡ この事は

Bergeyま)に於て抗酸性の有無をノカルディア分

類の第 1の Key として居る事に疑問を投げる

ものである｡

結 論

69株のノカルディア各 Speciesの発育及び抗

酸性に及ぼすカゼイン水解物及び16種のア ミノ

酸の影響を合成液体培養基を用いて検 した｡

(1) カゼイン水解物,glutamicacid,aspartic

acid,lysine,leucine,isoleucine,及び valineは

ノカルディアの発育を highlysignificantly に

促進 し,methionineとhistidineは significantly

に促進する｡

(2) カゼイン水解物,glutamicacid,glycine,

serine,phenylalanine,leucine,isoleucine,及び

valineはノカルディアの抗酸性を highlysigni-

ficantly に促進 し, asparticacid,tryptophane

及び cystineは significantly に促進する｡
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(8) NaNO3,乳糖及び無機塩類 か ら成 る基礎

培養液 に 1-glutamicacidを0.2%の濃度に添加

し PH7.0に修正すれば優秀なノカルディア用

の合成培養液 となる｡

㈲ ノカルディアの抗酸性は Speciesに固有

ではな く, 寧 ろ strain に固有であることが再

び立証 された｡
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